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幅の広いプラスチック・シートを述続的に成型する装置の 1 っとしてシート押出機がある口 シートの幅
全体にわたって厚さが一様であるシートを成型するためには， 押出機の金型から，でてくる熔融プラスチ
ックスの流出量が，至る処で等しくなければならない。 この条件を満足するよう熔融プラスチックスに対











象を解明し， 防止するため， ノズノレの流入口の形状，プラスチックスの分子量， ノズノレ径，押出温度，お
よび添加l低分子物質による効果をフローテスターにより明らかにした。













剤効果のある物質の添加によって異常流動を示すo rate of shear が著しく大になることを見出した。 同
君はこの原因について熔融高分子物質の粘度および流動指数と共に流動管内壁に滑剤のみの薄いニュート
ニアン流れの層を考えることによって完全に説明することができた。 また，側壁に細隙を有する円管内の
熔融高分子物質が細隙から流出する量が一定になる条件を流動方程式を解くことによって決定したQ また，
均質な高分子物質が流出する温度は物質の種類によって異るが， そのときの見掛粘皮はほぼ一定であるこ
とを実験的に証明した口 同君の研究は細隙および細管内の熔融高分子物質の流動機構の新しい解析法を与
えると共に，今後のこの分野の研究に寄与するところが大である。 なお同君は高分子物質および国体ロケ
ット推進剤のレオロジーに関する卜数篇の参考論文を発表しており， これらを合わせ考え，理学博士の学
位論文として十分価値あるものと認めた。
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